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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月14日(2013.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２のサブ運動ローラユニットを具える運動ローラにおいて、
　前記サブ運動ローラユニットは互いに連結されて単一の運動ローラを構成するとともに
、分離可能であり少なくとも１のサブ運動ローラユニットが個別の運動ローラとして利用
可能であることを特徴とする運動ローラ。
【請求項２】
　請求項１の運動ローラにおいて、隣接するサブ運動ローラユニットが、端部と端部で接
合することを特徴とする運動ローラ。
【請求項３】
　請求項１または２の運動ローラにおいて、少なくとも１のサブ運動ローラユニットが管
状、円筒状または棒状であることを特徴とする運動ローラ。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかの運動ローラにおいて、少なくとも１のサブ運動ローラユニ
ットが、ユニット式（unitary）であることを特徴とする運動ローラ。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかの運動ローラにおいて、少なくとも１のサブ運動ローラユニ
ットが、長手方向に延在する内部通路を有する第１の管状または円筒状の部品と、前記通
路に嵌合する第２の部品とを具えることを特徴とする運動ローラ。
【請求項６】
　請求項５の運動ローラにおいて、前記第２の部品は棒状、管状または円筒状であること
を特徴とする運動ローラ。
【請求項７】
　請求項５または６の運動ローラにおいて、前記第２の部品は、前記通路に嵌合する第２
のサブ運動ローラユニットであることを特徴とする運動ローラ。
【請求項８】
　請求項５乃至７のいずれかの運動ローラにおいて、前記第２の部品は管状または円筒状
であり、当該第２の部品の中に第３の部品が配置されることを特徴とする運動ローラ。
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【請求項９】
　請求項５乃至８のいずれかの運動ローラにおいて、前記通路は前記第１のサブ運動ロー
ラユニットの長さに延在することを特徴とする運動ローラ。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかの運動ローラにおいて、少なくとも２のサブユニットが互い
に端部同士で連結され、前記サブユニットの隣接する端部の一方または双方に連結手段が
設けられていることを特徴とする運動ローラ。
【請求項１１】
　請求項１０の運動ローラにおいて、前記連結手段は、フックアンドループファスナ材料
を具えることを特徴とする運動ローラ。
【請求項１２】
　請求項１０の運動ローラにおいて、前記連結手段は、前記２のサブユニットの隣接する
端部にそれぞれ穴と、当該穴の中に収容された接合物とを具えることを特徴とする運動ロ
ーラ。
【請求項１３】
　請求項１２の運動ローラにおいて、前記接合物が、サブ運動ローラユニットであること
を特徴とする運動ローラ。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のいずれかの運動ローラにおいて、少なくとも１のサブ運動ローラユ
ニットが、発泡材料で構成されていることを特徴とする運動ローラ。
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